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　本書は、かつてはライと

も言われたハンセン病療養

者の短歌・俳句・川柳など

約三千三百余を編んだも

の。療養所という名の収容

所へ閉じ込められ、気の遠

くなるような長年月を過ご

した人々がいることを、少

なくとも医療に関係する立

場の者は忘れてはならな

い、と思います。本書の編者阿部正子さんによる「は

しがき」から少し引用します。

――もしあなたが十歳くらいの少年・少女で、親に

こう言われたらどうでしょう。「病気を治すために行

くんだよ。治ったら家に帰れるからね。」親も子も、

こう信じて、子は島へ渡りました。（略）また、「収

容列車（お召列車ともいう）」で山へ送られた子もい

ました。

　島も山も、僻地です。「一般社会から遠く隔離しな

ければいけない恐ろしい伝染病」というイメージを

国は演出し、患者を犯罪者のように扱い、事実（菌

の感染力は弱く、薬で治る）を隠し、法による強制収

用を九十年も続けました。（略）本書は、収容された

子供が、その後どんな運命をたどったかを伝える歌

物語です。――

　「らい予防法」が廃止されたのは 1996 年。この

とき、療養者の平均年齢は 69 歳でした。帰る故郷（父

母）はないも同然です。想像できるでしょうか？「療

養所＝収容所」から自由に出ることなく過ごす人生

を。日本のハンセン病療養者は、国の時代錯誤な行

政の被害者であり、科学的根拠を無視する医療専門

家らの被害者でもあります。

　本書には章立てはありません。どの頁からでも読

むことができます。編者曰く「詩情や日常生活語で

分類し、五十音順に見出し」をつけたとのこと。た

とえば、逢いたい、逢いたかった、逢う日なく……

雨の音を聞く、あやとり、ありがとう、蟻地獄、安

住の地なく、癒えたい、と続きます。

　副題は句集『海鳴り』（辻村みつ子著）から。この

句は希望？ 絶望？ それとも祈りでしょうか。（さ）

阿部正子編／皓星社／本体価格 1800 円＋税

訴歌（そか）
あなたはきっと橋を渡って来てくれる

本　棚

基本的には、10 年前と評価はかわらない

　お子さんへのワクチン接種についての疑問・お悩み
のメールを読みました。
　「B 型肝炎、ロタウイルスワクチンについて、打つ
メリットデメリット、打たないメリットデメリット」
については、「薬のチェックは命のチェック」53 号に
書いてあります。ぜひお読みください。
　また、2015 年にリニューアルした「薬のチェック」
でもワクチンについては、2017 年に下記のようにほ
ぼ毎号何らかの記事として取り上げました。
● 69 号：総説「予防接種、打つ、打たない、どうする？」

および FORUM「しないでよい定期予防接種は？」
● 70 号：総説「肺炎球菌結合型ワクチン」
● 71 号：New Products「帯状疱疹ワクチンの効果

と害は？」および FORUM「小児への肺炎球菌ワク

Ａ
チン、Hib（ヒブ）ワクチンは？」

● 72 号：総説「小児への肺炎球菌ワクチン、Hib（ヒ
ブ）ワクチンは？」　

● 73 号：総説「四種混合ワクチン（DTP-IPV）」

　さらに 2018 年の
● 75 号：総説「日本のインフルエンザ治療は間違っ

ている」
　基本的には、ほとんど評価は変わっていません。し
かし、前川さんが書いておられるように、「最新情報
はどうなのか？」を読者へ提供するために、104 号
から 106 号まで３回の短期シリーズで、ワクチンを
特集しています。
　 お 手 元 に な い バ ッ ク ナ ン バ ー や 今 後 の 薬 の
チ ェ ッ ク を ご 希 望 の 場 合 は、 当 セ ン タ ー の HP

（http//:medcheckjp.org）または（http//:npojip.org）

から注文できますのでご覧ください。
（回答：浜　六郎、本誌編集委員）


